
色々なときに
ほめてくれる

自分のことの
ように喜んで
くれる

自分のことを優先
してくれる（部活
の送り迎え、お弁
当づくり、勉強で
わからないところ
など）

悩んでいるとき
心配してくれる

地域の人が挨拶
してくれる、自
分を覚えていて
くれる

子ども扱いしないで
対等に扱ってくれる

でも、自分たちの
好きなようにさせ
てほしいこともあ
る

勉強が大事なの
もわかるけど、
遊んだり髪型に
気をつかったり
もしたい

喧嘩したり怒られ
たりすることも…
（自分のことを
思ってのことなの
もわかるけど…）

祭りやイベントで
構ってくれる、
色々なことを体験
させてくれる

責任のある仕事を
任せてもらえる

公園とか身の回り
をきれいにしてく
れている大人がい
ると気付いたとき

「こどもが大事にされる社会」とは？
自分が大事にされていると感じるのはどんな時？

実施概要
１ 趣旨

こどもの意見を聴取し政策に反映する取組のひとつとして、中学生との対話を通じて県政課題に対する
意見を聴取しようとするもの。

２ 実施内容
(１)日程
① 参集開催
日時 令和６年10月３日(木) 17時～18時30分
場所 いわて県民情報交流センターアイーナ ６階 団体活動室１

② オンライン開催
日時 令和６年10月４日(金) 17時～18時30分
場所 ZOOM

(２)参加者
・ 県内中学生 10月3日・６名 10月4日・７名（いわて希望塾参加予定者から募集）
・ 県職員（若者女性協働推進室、子ども子育て支援室）
・ ファシリテーター 及川 未希生 氏（盛岡大学短期大学部 助教）

【参考資料３】
「中学生と県職員との意見交換会」実施結果

自分の好きなこと
や喜ぶことを考え
てくれる 自分を信頼して

もらえる



イオンやアニメイト
などのお店。友達と
服を選んだり同じ趣
味の人と買い物がし
たい。

自分たちの意見を大人や社会に届けるには？
授業でわからないことなど、
恥ずかしかったり面倒と思
われそうだったりして聞き
にくい。もっと大人との壁
を無くしたい。

質問箱を設置して、
先生の時間が空いて
いるときに教えても
らえるようなシステ
ムが欲しい。SNSが
普及しているのでデ
ジタルの形がいいか
も。

先生と１対１で連絡がと
れるような仕組みがほし
い。

どんな居場所があったらいい？
（家庭や学校以外の第３の居場所）

不登校気味の子のた
めに、子ども食堂の
ような場所をもっと
増やしていくべき。

家以外の場所で、気
軽に入ってストレス
の発散などなんでも
好きなことができる
ような施設。

インターネットから
も解放されて、フ
リーダムに過ごせる
施設

自分一人で落ち
着ける場所。そ
ういう場所が身
の回りにない。

友達と遊べる場所、
話せる場所

インターネット空間
も居場所になり得る
と思う。様々な人と
つながることができ
る。

内陸と沿岸、盛岡と
それ以外など、居場
所の多さなど地域格
差があると感じる。

悩んでいる人、つらい状況の人を助けるには？
相談ダイヤルや学校の
先生、スクールカウン
セラーなど、相談先は
知っているけど、相談
するまでに迷っている
人、相談してもうまく
話せない人もいる。

信頼のおける親友に相談
することも大事。自分も、
相談されたら親身になっ
て助けてあげたい。

学校の先生に自分の
ことを明かすのは心
のハードルが高く勇
気がいる。もっと身
近な人や環境になれ
ば相談しやすくなる。 匿名の質問ボックス

があれば、悩みが出
てくると思う。



若者の活躍を社会のみんなで盛り上げるには？
若者が盛岡を楽しめる、
住んでいて楽しめるよ
うな施設があるといい。

例えば、期間限定で
内容が変わる、イベ
ント・情報発信・特
産品の店などが街中
にあるといい。

盛岡の良さは、過ごし
やすさ、自然や神社な
ど、ぱっと見では伝わ
りにくいが実際に行っ
てみてわかるような、
都会とは違う良さがあ
る。

地域に馴染もうと自分で地域
のことを調べたり行動したり
するような人たちに良さが伝
わって、住むようになるにな
るのでは。

地元のよいところを発
信して盛り上げたい。

地元で働く場所がある
ことや、地元に残った
人への支援が大事。

スマホ・ネット利用によるトラブルや犯罪被害を
なくすには？

ネットの他にも
自分が夢中にな
れることを探す
ことが大事。

ネットをうまく使って
生活や勉強などにも活
かすためには、ネット
の危険性を頭に入れて
おくことが大事。

トラブルに巻き込ま
れないよう、使い道
をあらかじめ決める
といいのでは。

中学生でもスマホをもっている人が増えてき
て、ＬＩＮＥのやりとりやＳＮＳでトラブル
が起きている。
アプリに高額課金してしまったり口コミサイ
トに中学校や先生の悪口を書き込む人も。

スマホやアプリの
使用を一部制限す
ることも必要では。

作成：岩手県環境生活部若者女性協働推進室
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